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平
成
24
年（
区
政
80
周
年
）に
開
催
し
た
企
画
展「
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
・
昭
和
家
電
―
増
田
健
一
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
―
」
は
、
多
く
の
方
々
に
来
館
い
た
だ
い
き
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

あ
の
大
好
評
企
画
展
か
ら
４
年
、
い
ま
も
語
り
継
が

れ
る
名
物
企
画
展
の
第
二
弾
を
開
催
し
ま
す
。

　

前
回
の
企
画
展
で
来
館
者
を
魅
了
し
た
昭
和
30
年

代
の
家
庭
用
電
化
製
品
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
の
デ
ザ

イ
ン
や
ア
イ
デ
ィ
ア
の
面
白
さ
を
紹
介
。
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
展
示
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
！

　

昔
の
古
き
良
き
昭
和
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

「
昭
和
レ
ト
ロ
家
電
」

―
増
田
健
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―

展
示
期
間9

月
13
日（
火
）～
10
月
16
日（
日
）

文
化
遺
産
調
査
特
別
展

「
与
謝
野
晶
子
と

詩
画
人
千
ヶ
崎
悌
六
」

展
示
期
間

平
成
29
年
3
月
19
日（
日
）～
5
月
21
日（
日
）

　

昭
和
戦
中
戦
後
期
、
足
立
区
花
畑
の
詩
画
人
で
あ
っ

た
千
ヶ
崎
悌
六
。
彼
は
、
洋
画
家
石
井
伯
亭
に
学
び
画

家
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
制
第
二
高
校
在
学
時
か
ら
与
謝
野
晶
子
夫

妻
の
『
明
星
』
に
詩
歌
を
寄
稿
し
て
以
来
、
詩
歌
人
兼

編
集
者
と
し
て
文
芸
雑
誌
『
冬
柏
』
の
編
集
・
運
営
の

中
心
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
博
物
館
の
調
査
・
研
究
に

よ
っ
て
わ
か
り
ま
し
た
。

　

本
特
別
展
で
は
、
千
ヶ
崎
悌
六
の
画
幅
や
与
謝
野
晶

子
・
鉄
幹
関
連
の
書
籍
な
ど
博
物
館
の
調
査
・
研
究
で

判
明
し
た
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◀平成 24年当時の
企画展の様子

▶昔なつかしい生活雑貨がいっぱい

▲千ヶ崎悌六氏

▲増田健一氏

スナック３
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郷
土
博
物
館
か
ら
も
ほ
ど
近
い
、
大
谷
田
一
丁
目
常

善
院
境
内
に
は
、
六
地
蔵
の
種
子
（
イ
ン
ド
の
古
代
文

字
で
仏
を
表
わ
す
）
を
刻
ん
だ
、
断
面
が
六
角
形
の
石

柱
で
あ
る
六
面
地
蔵
幢
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
正
月
一
日
の
刻
銘
が
あ
り

ま
す
。
六
地
蔵
は
仏
教
の
六
道
輪
廻
思
想
に
基
づ
き
、

各
道
に
迷
う
者
を
救
済
す
る
六
種
類
の
地
蔵
が
い
る
と

い
う
信
仰
に
よ
り
各
地
に
広
ま
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
地
域
に
普
及
し
た
地
蔵
信
仰
を
し
の
ぶ

資
料
と
し
て
足
立
区
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
に
な
っ
て

い
ま
す
。�

（
地
域
文
化
課
文
化
財
係
）

足
立
の
文
化
財
紹
介

文化遺産調査特別展スタディデイ開催
展覧会への新しいアプローチ　江戸絵画と文献

文化遺産調査特別展　美と知性の宝庫足立
―酒井抱一・谷文晁とその弟子たち―

　本展覧会は、美術史学、歴史学、民俗学など様々な視点から実施した
美術資料と文献資料に関する調査研究がもととなっています。その調査
研究で注目した驚きの発見や今後の研究などについて、スペシャリスト
からお話いただきます。

日　時：平成２８年５月１５日（日）午後１時３０分～午後４時
会　場：足立区立郷土博物館２階講堂（足立区大谷田5-20-1）
講師等：玉蟲敏子氏（武蔵野美術大学教授）
　　　　鶴岡明美氏（お茶の水女子大学非常勤講師）
　　　　真田尊光氏（川村学園女子大学准教授）
　　　　山崎尚之氏（元江戸東京博物館学芸員）
定　員：８０名
　　�　参加ご希望の方は、「往復はがき」に住所・氏名・年齢・「スタディ
デイ参加希望」とご記入のうえお申し込みください。（１人１枚）

　　�　また、返信用はがきにご自身の住所を必ず明記してください。
　　　参加希望者多数の場合は、抽選となります。
応募締切日：平成２８年４月３０日（土）　当日消印有効

▲足立区登録有形民俗文化財
　六面地蔵幢　一基
＊写真中央の石柱が六面地蔵幢



　
足
立
消
防
署
管
内
で
実
施
さ
れ
た
「
は
た
ら
く
消
防

の
写
生
会
」
に
寄
せ
ら
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
28
年

度
は
、
企
画
展
へ
と
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
！

　
も
し
か
す
る
と
お
子
様
や
ご
近
所
の
お
子
さ
ん
の
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
か
も
・
・
・

企
画
展

「
は
た
ら
く
消
防
の
写
生
展
」

展
示
期
間8月

2
日（
火
）～
28
日（
日
）▲平成 25年度開催時の様子

▲昨年度の
　展示の様子

博
物
館
の
桜
ま
つ
り

期
間
　
平
成
28
年
3
月
26
日（
土
）

～
4
月
4
日（
月
）

　

郷
土
博
物
館
で
は
、「
博
物
館
の
桜
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

※
4
月
2
日
、3
日
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催（
申
込
不
要
）

　
　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

※
桜
ま
つ
り
期
間
中
は
、
無
料
公
開
＆
月
曜
開
館

郷土芸能を鑑賞しよう！
☆郷土芸能大会

日時：平成28年10月23日（日）
　　　午前10時から
会場：足立区役所　庁舎ホール

☆郷土芸能鑑賞会
日時：平成28年 5 月 5 日（木）
	 11月 3 日（木）
　　　平成29年 1月14日（土）
　　　午前11時から正午
会場：足立区立郷土博物館中庭
　　　雨天の場合変更あり ▲郷土芸能大会の様子（平成 27年度）

博物館の映画会（申込不要）各回午前11時～正午

５月１４日 「金山の有屋番楽」
「京舞・静原町の烏帽子儀」

６月１１日 「トルコの管楽器ズルナ」
「ドイツのソーセージづくり」

７月 ９ 日
「烏山の山あげ」
「天童の将棋駒」
「飛騨の工匠」

８月１３日 「野沢温泉村の燈籠祭り」
「高野山」

９月１０日 「鹿沼今宮神社祭の屋台行事」
「日本の紙づくり」

１０月 ８ 日 「韓国の小正月行事」
「韓国の民衆仮面劇」

※都合により変更となる場合があります。



再生紙を使用しています。

東淵江庭園
バス停

足立区立郷土博物館　〒120–0001　東京都足立区大谷田５－２０－１	ＴＥＬ（０３）３６２０－９３９３
	 ＦＡＸ（０３）５６９７－６５６２

■開 館 時 間 ９：００～１７：００（入館は１６：３０まで）
■休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

年末年始
■入 館 料 一般２００円（高校生以上）

団体（２０名以上）は半額
７０歳以上は無料
障がい者手帳保持者およびその介護者１名は無料
５月５日・５月１８日・１０月１日・１１月３日は無料公開日
第２・第３土曜日は無料公開日

■交 通 案 内 ＪＲ亀有駅北口
東武バス　八潮駅南口行・足立郷土博物館	 下車　徒歩１分
　　　　　六ツ木都住行・東淵江庭園	 下車　徒歩４分
千代田線綾瀬駅西口
東武バス　六ツ木都住行・東淵江庭園	 下車　徒歩４分
駐車場有

平成２８（２０１6）年 3月　発行

開
館
30
年
！

文
化
遺
産
調
査
企
画
展

「
ア
ラ
サ
ー
み
ゅ
ー
じ
あ
む
」（
仮
）

展
示
期
間

11
月
1
日（
火
）～
平
成
29
年
1
月
29
日（
日
）

　
平
成
28
年
11
月
、
郷
土
博
物
館
が
開
館
し
て
か

ら
30
年
を
迎
え
ま
す
。

　
前
号
の「
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
だ
よ
り
69
号
」

で
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、現
在
郷
土
博
物
館
で
は
、

博
物
館
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
美
術
資
料
な
ど
の

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
平
成
21
年
の
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

以
降
に
開
催
し
た
「
千
住
の
琳
派
」（
平
成
23
年
）、

「
大
千
住
展
」（
平
成
25
年
）
等
が
き
っ
か
け
と
な

り
区
内
各
地
か
ら
情
報
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
30
年
の
郷
土
博
物
館
の
歴
史
の
中

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
や
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
郷
土
博
物
館
が
歩
ん
だ
歴
史
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
博
物
館
の
こ
れ
か
ら
を
体
験
し

て
い
た
だ
く
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

文
化
遺
産
調
査
を
始
め
る
契
機
と

な
っ
た
展
覧
会
を
プ
レ
イ
バ
ッ
ク

▶
平
成
25
年
度
「
大
千
住
展
」
で
展
示
し
た

　
千
住
四
丁
目
氷
川
神
社
山
車

◀
平
成
21
年
度
「
千
住
の
琳
派
」
で
展
示
し
た
貴
重
資
料

▲村越向栄筆『八橋図屏風』

▲村越其栄筆『夏秋草図屏風』


